



























	 法務研究科　秋野 成人 教授	 2
統治機構論・人権論をめぐる憲法解釈と 
比較憲法研究
	 法務研究科　新井 誠 教授	 3
重度・重複障害児の造形活動における 
支援について
	 教育学研究科　池田 吏志 准教授	 4
文化創造のダイナミズムに触れる
	 社会科学研究科　岩谷 彩子 准教授	 5
教育的視機能評価ツールの開発と評価
	 教育学研究科　氏間 和仁 准教授	 6
資本所得税の厚生への効果
	 社会科学研究科　大澤 俊一 教授	 7
「地域」を分析窓口としたグローバル化時代の 
国際関係研究
	 社会科学研究科　小柏 葉子 教授	 8
ドイツ労働法，能力・成果主義賃金， 
非正規労働者の均等待遇
	 法務研究科　緒方 桂子 教授	 9
戦略をナビゲートする経営情報と効率的な 
コミュニケーションの研究
	 社会科学研究科　奥居 正樹 准教授	 10
企業会計法・企業監査法の分析，開示および 
会計，資本制度の国際比較
	 法務研究科　片木 晴彦 教授	 11
企業間関係，産業クラスター，イノベーションの
マネジメント
	 社会科学研究科　加藤 厚海 准教授	 12
サッカーのゲーム構造論にもとづくコーチング 
理論の実践的展開と映像化に関する研究
	 総合科学研究科　木庭 康樹 助教	 13
金融システム改革と法制整備
	 法務研究科　木下 正俊 教授	 14
法律実務：刑事実務
	 法務研究科　久保 豊年 教授	 15
ジャーナル・アプローチの開発とその応用
	 教育学研究科　倉地 曉美 教授	 16
育児中の企業就業者のキャリア形成支援に 
関する研究
	 教育学研究科　児玉 真樹子 准教授	 17
企業就業者の職業的アイデンティティに関する研究
	 教育学研究科　児玉 真樹子 准教授	 18
民事訴訟における要件事実論
	 法務研究科　小濱 意三 教授	 19
仲裁手続の歴史と現在，事業再生と信託
	 法務研究科　小梁 吉章 教授	 20
ケースメソッドによるタックス・マネジメントの
向上を目指して
	 社会科学研究科　佐伯 健司 特任准教授	 21
組織・集団とリーダーシップに関する研究
	 総合科学研究科　坂田 桐子 教授	 22
組織成員の倫理性に関する実証的研究
	 総合科学研究科　坂田 桐子 教授	 23
理論と実務の架橋








	 法務研究科　神野 礼斉 教授	 26
企業再編行為におけるコーポレート・ガバナンス
	 法務研究科　周田 憲二 教授	 27
マネジメントの背景に潜む人の行動・心理 
メカニズムを探り予測する
	 社会科学研究科　相馬 敏彦 准教授	 28
東南アジア（特にミャンマー連邦共和国と 
シャン文化圏）に関する知識人類学的研究
	 総合科学研究科　高谷 紀夫 教授	 29
プライバシー保護を考慮した統計データの 
公表について
	 社会科学研究科　瀧 敦弘 教授	 30
地域貢献型集落営農と農村地域づくり
	 生物圏科学研究科　田中 秀樹 教授	 31
民事訴訟における秘密及びプライバシーの保護
	 法務研究科　田邊 誠 教授	 32
民法（財産法）
	 法務研究科　田村 耕一 教授	 33
組織の「体質」の診断法と変革
	 社会科学研究科　築達 延征 教授	 34
地域や組織の課題について「情報」という 
視点から考える
	 社会科学研究科　椿 康和 教授	 35
音遊び・即興演奏ワークショップの実践
	 教育学研究科　寺内 大輔 准教授	 36
地域が抱える諸問題の政策論的アプローチ




	 法務研究科　中田 憲悟 教授	 38
保育者の専門性としての感情的実践
	 教育学研究科　中坪 史典 准教授	 39
営業秘密の保護と活用に関するゲーム理論の応用




	 法務研究科　野田 和裕 教授	 41
パネルデータ計量経済学
	 社会科学研究科　早川 和彦 准教授	 42
人の幸せを規定する主因子を解明する研究
	 総合科学研究科　早瀬 光司 教授	 43
二種類の企業群（利益剰余金が小で環境経営が 
大とその反対）が存在する事を初めて発見
	 総合科学研究科　早瀬 光司 教授	 44
人材・組織マネジメントの開発
	 社会科学研究科　原口 恭彦 教授	 45
情報科学と社会科学の融合
	 社会科学研究科　原田 隆 准教授	 46
過失犯論
	 法務研究科　日山 恵美 准教授	 47
法思考とレトリック理論の関係
	 法務研究科　平野 敏彦 教授	 48
日米比較法の視点から見た都市・公物法
	 法務研究科　福永 実 准教授	 49
東アジアの尖頭器文化の研究
	 総合博物館　藤野 次史 教授	 50
院生による興味ある研究テーマとアプローチの 
自主的な決定が重要
	 社会科学研究科　星野 一郎 教授	 51
事態内視点の認知図式化に関する研究
	 総合科学研究科　町田 章 准教授	 52
老後生活の QOL と「場」に関する日中比較研究
	 文学研究科　松井 富美男 教授	 53
家計の資産選択，企業財務
	 社会科学研究科　松浦 克己 教授	 54
平安鎌倉時代漢文訓読語史研究
	 文学研究科　松本 光隆 教授	 55
Everything is Marketing, Marketing is 
Everything
	 社会科学研究科　村松 潤一 教授	 56
地域や公共の問題をマネジメントの視点から考える
	 社会科学研究科　茂木 康俊 准教授	 57
キャリア発達に関する研究　平和とジェンダー論
	 グローバルキャリアデザインセンター　森 玲子 教授	 58
人権を中心とした憲法解釈学
	 法務研究科　門田 孝 教授	 59
再考・タインホア集団
	 文学研究科　八尾 隆生 教授	 60
RYOBI の多角化戦略
	 総合科学研究科　山崎 修嗣 准教授	 61
イギリス革命期の政治思想
	 社会科学研究科　山田 園子 教授	 62
幼児による英語の音韻習得
	 教育学研究科　湯澤 正通 教授	 63
不当利得に基づく使用利益返還義務について
	 法務研究科　油納 健一 教授	 64
言語表現と対象（モノ）の認知的メカニズムの 
総合的研究
	 総合科学研究科　吉田 光演 教授	 65
わが国における犯罪予防論
	 社会科学研究科　吉中 信人 教授	 66
異文化に迫る，コミュニケーションに迫る
	 社会科学研究科　盧 濤 教授	 67
自閉性障害児・者のための音声による 
感情理解学習プログラムの開発
	 教育学研究科　若松 昭彦 教授	 68
発達障害生徒のための間接発話理解学習 
プログラムの開発
	 教育学研究科　若松 昭彦 教授	 69
発達障害児・者のための社会的スキル学習 
プログラムの開発
	 教育学研究科　若松 昭彦 教授	 70
発達障害児・者のための表情理解学習 
プログラムの開発
	 教育学研究科　若松 昭彦 教授	 71
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社会科学・人文科学


































































































































































































































































● New Regionalisms in the Global Political Economy: Theories and Cases. (London: Routledge, 2002）
共著
● Microstates and Nuclear Issues: Regional Cooperation in the Pacific (Suva: Institute of Pacific 


































































































































































































































































































































































































































































● 社会心理学におけるリーダーシップ研究のパースペクティブⅠ ( 編著・共編著 ), ナカニシヤ出版 , 278 pp., 
2008 年 3月
● Gender and Career in Japan (Chapter Author), Trans Paciﬁ c Press, 168 pp., 2007.10
● リーダーシップ過程における性差発現機序に関する研究 ( 単著 ), 北大路書房 , 176 pp., 1998 年 1月
● 集団間状況における複数リーダー存在の効果に関する検討 , 実験社会心理学研究 , 42, 1, 40-54, 2002年 9月
 所　属 　総合科学研究科
 役　職 　教授





















































































































































































●  Friendships: Types, Cultural Variations, and Psychological and Social Aspects Nova Science 
Publishers (New York)Joan C. Toller(Ed.), 2010
●  ‶How do shy people expand their social networks? Using social surrogates as a strategy to expand 



























（1） ‶Shan Construction of Knowledge", Universities Historical Research Centre (ed.) Texts and 
Contexts in Southeast Asia 2: 52-66 pp., 2003. (in English)
（2） ‶Who are the Shan? An Ethnological Perspective", Mikael Gravers (ed.) Exploring Ethnic Diversity 


















































































３．「証拠収集手続について」民商法雑誌110巻 4-5 号 718-741頁，1994年
４．（翻訳）G.Hazard ＝ M.Truﬀ o 著『アメリカ民事訴訟法入門』信山社，1997年
５．鳥谷部茂ほか編『現代民事法改革の動向Ⅲ』277～298頁，成文堂，2009年
　　　　「第12章　民事裁判手続における秘密・プライバシーの保護」

























































● Chikudate, N. “Reinterpreting corporate apologia as self-discipline.” Corporate Communications; An 
International Journal, 15(4), 397-409, 2010【自己懲戒としてのコーポレート・アポロジア】
● Chikudate, N. “If human errors are assumed as crimes in a safety culture; A lifeworld analysis of 
rail crash.” Human Relations, 62(9), 1259-1287, 2009【安全文化でミスが犯罪と仮定されたなら－JR 西
日本脱線事故の現象学による分析－】
● Academy of Management Conference. Managerial Education and Development Division, 
Outstanding Reviewer Award 受賞 1998年 , 2001年
● Western Academy of Management Conference 2014 Past President Best Paper ( 最優秀論文賞 ) にノ
ミネート 2014年
















































































● 研究報告：「活動プロセス自体を主目的としたアマチュアオーケストラの可能性―「音遊びオーケストラ in 安芸津」
の実践をとおして」音楽表現学 Vol. 11，pp. 33-42，2013年 11月
● 著書：音楽の話をしよう～10 代のための音楽講座（単著），ふくろう出版，2011年９月 .





































藤・戸田），『広島大学経済論叢第33 巻第 2号』101-108 頁，2009年 11月
●「郊外住宅団地の持続可能性と環境要因に関する実証的分析ー広島市の郊外住宅地を対象としてー」，共著，『地域
学研究第39卷第 3号』599-614 頁，2009年 12月
● “Regional Development through Tourism Activities and Role of Universities”, 2nd JSPS International 



















































































































●  （論文）「分割履行契約の不履行と一部解除 －国連国際動産売買条約，ヨーロッパ契約法原則，ユニドロア国際商
事契約原則およびドイツ法の分析を中心に－」川角由和＝中田邦博＝潮見佳男＝松岡久和編『ヨーロッパ私法の
展開と課題』（日本評論社，2008年）所収
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● Tin Tin Chen, Tomonori Honda, Eiji Hosoda,Kohji Hayase(2014) The Relationship between Environmental Management and 




































Bratton, J., & Gold, J. （2003）. Human Resource Management: Theory and Practice [Third Edition], 



























Social Science/Science on Humanities
　参考URL
 著書・論文・その他 
●  T. Harada and M. Yamashita, “Transversal Merge Operation; A Nondominated Coterie Construction 
Method for Distributed Mutual Exclusion,” IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems, 
Vol.16, No.2, 183-192, 2005.
●  T. Harada and M. Yamashita, “k-Coteries for Tolerating Network 2-Partition,” IEEE Transactions on 
Parallel and Distributed Systems, Vol.15, No.7, 666-672, 2004
●  T. Harada and M. Yamashita, “Coterie Join Operation and Tree Structured k-Coteries,” IEEE 
Transactions on Parallel and Distributed Systems, Vol.12, No.9, 865-874, 2001.
●  T. Harada and M. Yamashita, “Improving the Availability of Mutual Exclusion Systems on Incomplete 
Networks,” IEEE Transactions on Computers, Vol.48, No.7, 744-747, 1999.
情報科学と社会科学の融合




























































●  （論文）「ローマの「res publica」」『法律時報』81巻 2号（2009年）




















●（論文）「公物と取得時効－日米比較の視点からの若干の再検討」大阪経大論集第57 巻 2 号（2006年）127頁
●（論文）「損失補償と互酬性（reciprocity）（1）～（4・完）」大阪経大論集第58 巻 6 号（2008年）151頁，58







































































●  『企業会計と法制度』（『体系現代会計学』（全 12巻中第５巻の第 17章））中央経済社，2011年（執筆箇所タイ
トル「金融機関をめぐる会計問題――経済そして政策との接点――」441-492頁）










































●  町田 章（2013）「身体的経験者と観察者－ステージモデルの限界－」『日本認知言語学会論文集 第 13巻』（JCLA 
13 日本認知言語学会誌），pp.661-666．
●  町田 章（2012）「主観性と見えない参与者の可視化－客体化の認知プロセス－」『日本認知言語学会論文集 第
12巻』（JCLA 12 日本認知言語学会誌），pp.246-258．
























































































Everything is Marketing, Marketing is Everything
 キーワード 　価値共創，顧客起点，S-Dロジック
村松　潤一　Junichi MURAMATSU





































































































































































 研 究 概 要  
●　研究の背景





































































































































吉田光演・筒井友弥（2007），Zwei Kilo Mehl (sind/ist) viel zu viel fuer den Teig. -「数量句＋基礎名詞」の数はいかに
決まるか，ドイツ文学論集（日本独文学会中国四国支部）40号，13-25.
吉田光演（2007），名詞句の可算性と不可算性の区別　―言語比較の観点から，欧米文化研究 14号，33-48.
Yoshida, Mitsunobu (2006), Klassiﬁ kation im Japanischen und im Deutschen - Eine kontrastive Analyse, Neue 




































































● 「日本人学生のコミュニケーションの捉え方」『北京大学日語学科成立 60 周年国際研討会論文集』学苑出版社，
2008 年
● 「日本人学生からみた外国語の学習」『大学論集』39 集（広島大学高等教育研究開発センター），2008 年
● 「日中ビジネスコミュニケーション研究の現状と課題」『マネジメント研究』第８号，2008 年













































































































































 研 究 概 要  
●　研究の背景
　表情からの他者の気持ちの読み取りが一般に難しい，自閉症，
アスペルガー症候群，ADHD，LD等の発達障害児・者や知的
障害児・者などを対象として，静止画に比べて理解しやすい動
画表情を用いた表情理解学習プログラムを開発する。
●　研究内容
　学習プログラムは，喜び，怒り，悲しみ，驚き，嫌悪の各表
情と，“うれしい”等の感情語や表情イラストなどとの対応関
係を段階的に学習していくものであり，誤答時のヒントや学習
効果判定用のテスト課題，学習経過の記録・集計機能等の付加，
改良を行ってきた。
●　成　果
　現在，発達障害や知的障害の児童生徒に対して，教員が学校
で実際に試行可能な開発段階に至っている。そこで出された意見などを基に，プログラムの改良を行っている。
●　実用化に向けて
　教育・福祉関係者や保護者などが販売対象として想定される。
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